
受講料 6，000円 対象職種 教諭、養護教諭

講習No.
S29
選択

【選択】学校教育での芸術療法
　　　（コラージュ療法）の利用

講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成28年12月10日（土）

主な受講対象者 幼稚園・小学校・中学校・高等学校教諭、養護教諭

講習の概要

定員

50人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験 森谷　寛之（臨床心理学部臨床心理学科教授）担当講師

コラージュとは、雑誌やパンフレットなどの既成の絵や写真をはさみで切って、台紙の上で構成し、糊で貼り付けるシンプルな方法
である。これを講師は1987年に箱庭療法を参考にコラージュ療法として提案した。以後、教育・医療・福祉・矯正分野で広く用い
られている。本講習ではコラージュ制作実習を通じて方法を学び、教員自身が自分でその効果を確かめる。また、この体験をもとに
して、生徒の作品をよりよく理解できるようにする。生徒とのコミュニケーションとして芸術療法が利用できることを学んでいく。

1限
９：0０～１０：2０（8０分）

コラージュ療法とは
コラージュ療法を発想したい
きさつとその基本的な考え方
を示す。美術教育との違いな
ども説明する。

2限
１０：3０～１1：5０（8０分）

コラージュ制作実習
実際に自分でコラージュ制作
をする。

3限
１2：5０～１4：１０（8０分）

作品のふりかえり
作品を通じて自分の気持ちを
表現してみよう。生徒理解の
方法を説明する。

4限
１4：２０～１5：40（80分）

作品の理解の仕方
子ども達の作品を通じて、生
徒理解を深めよう。精神発達
と作品の変化を理解する。

5限
１5：50～１6：3０（４0分）

修了認定試験
どれぐらい理解できたかを振
り返る。

備考 制作体験をします。日頃なじみで、切り抜いても差し支えない雑誌などを２、３冊と糊・はさみをご持参ください。

当日受付
について

・受講できるのは申込者本人のみです。代理受講はできません。
・受講には受講票が必要です。
・講習当日は各講習の開始30分前から教室を開場し、受付を開始します。
・申し込み後に送付する受講案内に記載されている教室へ直接お越しいただき、受付をお済ませ
ください。
・講習は定められた時間数を受講する必要がありますので、遅刻・早退・欠席は認められません。
・講習の一部あるいは全部を欠席された場合、修了認定試験を受けることができません。
・交通機関の乱れなどにより開始時間を繰り下げることがあります。

受講上の
注意

・事前に準備物が示されている講習を受講される場合は、各自でご確認の上、当日持参してください。
・各講習の終了後、事後評価およびアンケートを実施しますのでご予定ください。
・受講中の録音・録画および写真撮影はご遠慮ください。
・携帯電話・PHS等の電源は必ずお切りいただくか、マナーモードに設定しておいてください。
・キャンパス内での喫煙は、指定された場所でのみ可能です。学内の指示に従ってください。
・貴重品は各自の責任において管理してください。万が一盗難等の事故が発生した場合も、本学は
責任を負いかねます。
・講習受講中（会場までの移動を含む）の保険は、受講者の判断により各自ご加入ください。
・学内には受講者用駐車場はありません。公共交通機関をご利用になるか近隣有料駐車場をご利
用ください。
・当日は、原則として学生食堂は営業しておりません。昼食は各自ご用意いただくか近隣の飲食店を
ご利用ください。なお、昼食をご持参された場合には、教室を昼食場所としてご利用いただけます。

受講に関する注意事項
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